
シェイ クス ピア 『ヘ ンリー五世」 の

テクス トと 「理想 の王」 の表象

TheTextsof施 糊yγandtheRepresentationofan`IdealKing'

磯山 甚一

シェイクスピアの歴史劇である 『ヘ ンリー五世』は、1600年 の

四つ折本と1623年 の二つ折本の二っのテクス トが現在まで伝えられ

ている。二っ折本のテクス トでは、四っ折本にはないコーラスが登

場 して きて、観客に向かって 「弁解」と呼ばれる台詞をしきりに語 っ

ている。すなわち、劇場での上演が現実の歴史上の出来事のそのま

まの再現ではない、 という台詞である。現代のわれわれにとっては

当た り前と思われることである。 しかしシェイクスピアは、中世に

広 く上演されていたキリスト教演劇か らルネッサンス期の演劇に移

行 してい くこの時期に活躍 していた。コーラスの弁解 は、丁作者 の

誕生」とい う視点から、戯曲作者に課せ られた課題がどういうもの

であったかを考えてみるべき台詞となっているのではないか。二っ

折本にコーラスが加わっている事実にっいて、当時の演劇界におけ

る戯曲テクス トの流通の問題、そ して、エセックス伯爵のアイルラ

ンド遠征とも関係づけながら考察する。

キーワー ド:シ ェイクスピア、「ヘ ンリー五世』、二つ折本、四っ折

本、表象

『ヘ ンリー五世』 に登場 する コー ラス役 ρ台詞 には、 い わゆ る 「弁解

(apologetics)」 と呼 ばれ る言葉が頻 出 し、』その種 の言 い回 しが繰 り返 し

用 い られて いる。 シェイ クス ピアの戯 曲には、'コーラス役 の人物が登場す

る例 は他 に もある。 コー ラスは、他 の登場人物 たちと自分 のあいだに少 し

距離 を置 いて、 ス トー リーの進行 などにっ いて観客 に向か って語 る形 で説

明をす る役 のことで あ る。 たとえばす ぐに思 いっ くのは、rロ メオ と ジュ

リエ ッ ト』 に登場す る コー ラス役 である。 しか し、「弁 解」 と名付 け るこ
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とので きる特有 の台詞 を口にす るコー ラス は、 この戯曲 の他 には見 られな

い。 この 『ヘ ンリー五世』 とい う歴史劇 だ けの ことで ある。戦争や征服 と

い う同 じような主題 を持っ と思 われる シェイ クス ピアの他の歴史劇 に も、

その よ うな弁解 をす るコー ラスは登場 していない。

ここで言 う弁解 とはた とえば、"Canthiscockpithold/Thevasty

fieldsofFrance?"(Prologue11～2)の よ うな表 現 の ことであ る。 こ

こで言われ る"cockpit"は 、 辞書 で定義 され る意味 としてはζ「闘鶏場」

を意味 してい る。 エ リザベス朝 の当時、大衆 向けの娯楽 のひ とつであ った

闘鶏を行な って見せ物 とした場所 の ことで ある。 コー ラスの言 ってい るこ

との意 味 はそ うす る と、修辞的 な疑問文で ある と考 え るな らば、∫「フ ラン

スのあの広大 な戦場が、 この闘鶏場のなかに収 めることがで きるだろうか?

い やで きるわ けが ない」 というもので ある。

闘鶏 は、 エ リザベ ス朝時代に は、熊い じめや牛 い じめ とな らぶ見 せ物娯

楽のひ とっ として、大衆のあいだ に人気を博 して いた。「人々 は金を賭 け、

鶏 たちの戦 いに見い った。賭金 は大 き く、戦 いは時 に4、5時 間 に も及 ん

だ」(ラ ロ ック1994:71)。 闘 鶏場 は、当時の模様を描 いた歴 史盗料 の ひ と

っか ら判 断すれば、 さほど大 きな規模 の建 築物で はない。せ いぜ い数十人

の観客 で満席 とい う様子なのであ る(ラ ロ ック1994:71)。 む ろん、 さ

まざまな規模 の闘鶏場があ ったであろ うことは念頭 にお いて の話 と してで

あるが。

コー ラスが 「弁解 」 しているのは、 そ うす ると、 ヘ ンリー五世が遠征軍

を率 いて戦 った フランスの戦場 ア ジンコー トの戦 い ・は実際 は広大

な土地 なのだか ら、 それをす っぽ りとその小 さな闘鶏場の なか に収め るこ

とはで きない、 とい うことだ。 コー ラスが言 ってい ることがその ようなこ

とだ けだとす れば、 まった く当た り前 の ことであ る。言 うまで もな い。現

実 の出来事 とそれの演劇 的表象 は違 うものなのだ。 コーラスは、なぜ、わ

ざわ ざそのよ うな ことを観客 に向か って言 わなければい けないのか?こ こ

には、戯曲作者 の側 における演劇 的表象 にっいての意識の変化 とい う問題
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が潜んで いると思われ るのである。 エ リザベス朝 当時 の演劇界で戯 曲作者

と して活躍 し、人気 のあ った シェイクス ピア そのシェイクス ピア も時

代の子 であ った 、 それが並 はず れた天才 であったと して も。 『ヘ ン リー

五 世』 を手 がか りに考 えてみたいのはそ うい うことで ある。

まず・ 闘鶏場 と呼 ばれて いる場所 のことをまζめてお こう。 『ヘ ンリー

五世』 は、 シェイクス ピアのすべて の戯曲 と同 じく、実際 に上演 す るため

に準備 された芝居台本 テクス トで 毒ることは確かである。四つ折本(ク オー

ト)の 『ヘ ンリー五世』の タイ トル ・ペ ージには、「宮 内大 臣二 座 によ っ

て色々 な時 に上演 され た」 と記載 されてお り、 また祝典局 の記録簿 にほ、

1605年1月7日 に宮廷公演 と して国王一座が 『ヘ ン リー五 世』 を上 演 し

た記録が残 されてい る。現在残 されてい るテ クス ト台本 の通 りに上演 され

たか どうか は、確認すべ き手段 は残 されていない。

ここで言 われ る闘鶏場 はひ とつの解釈 では、形 の類推か らで あろ うが 、

芝居 の上演 され る劇場一般 を指す言葉 だとされている。 『シ ェイク ス ピァ

用語辞典』を著 した アニァンズの解釈 はそ うで ある(Onions1981)。 もー

うひとっの解釈 は、 その台本で先 のよ うに 「この闘鶏場」 と呼ばれてい る

ことに着 目 している。 そ して その言葉が、 その戯曲の上演 を行 な った特定

の場所 を指示 して いる、 と して理 解す る。それが推定 の試 みであ ることは

か わ りな く、 事 実 で あ る こ と が 確 実 な わ け で は な い の .で あ るが

(Jones1978:93-104)。

まず後者の説 はこうい うことなのだ。 『ヘ ンリー五 世』 の コー ラスほ、

1605年 の1月7日 に国王一座 によ って行 なわれ た ことが記録 されて い う.

リバイバル宮廷公演 の際に書 き加 え られた、 または一部が書 き改め られた

と推定す るのであ る。 だか らその コー ラスの台詞 は、その時の上演の場所

とな ったか もしれない場所 と、 その場 に足 を運ぶ予定 にな って いた観客を

念頭 に置 いて書かれ た もので、その公演 の場所 は、かな り小 さなスペース

であ った 「王立 闘 鶏 場(theRoyalCockpit)」 だ った だ ろ う とい う

(Jones1978:97)。 そ うす ると 「この闘鶏場」 は、 直接 的 な指 示対 象 を
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持っ言葉 となり、 コーラスのその他の言葉遣いもこの仮定によく適合 して

いるというのである。(た だし、その場所は 「大ホール(theGreat:Hal1)」

の可能性 も高い、 というのだから、結局は正確には分からないということ

なのだが。)

この説は、コーラスの台詞のすべて、 またはその一部を、特定の時間と

空間のなかに戻 して、その意味を理解 しようとするわけである。コーラス

によって 「闘鶏場」と呼ばれているのは、 シェイクスピアの戯曲の多 くが

上演 されたとされるグローブ座ではなくて、「王立闘鶏場」であったのだ、

と。っけ加えれば、その場所 は、 グローブ座のような不特定多数の人々が

集まる 「公衆劇場」ではなく、ある隈 られた人々(こ こでは王家の関係者)

を対象にした 「私設公演(privateperformance)」 の行なわれる劇場空間

であった。 もしも仮にそれが事実であるとす ると、一回限りの上演の痕跡

がテクス トとして残 ったことになる。不可逆の一回性は劇場における上演

に関 しては当たり前のごとであるが、テクストとしては稀有な現象が起こっ

たことになるであろう。ただ しこめ説は、後か ら述べる通 り無理がある。

コーラスの台詞にぽ、その当時の歴史上の出来事に対する言及との関係か

ら考えて、1599年 の時点で書かれていなければならない部分があるから

である。

もうひとっの前者の説は、「闘鶏場」を当時の一般的な劇場空間を指 し

ているとして理解するもので、 ここで言われている劇場はカーテン座であ

るとするものである(Thomson1992:65)。 シェイクスピアの宮内大臣

一座 は
、それまで常設の劇場 として使用 していた劇場座の借地期限が切れ、

地主 とのあいだに新 しい借地契約が難航 していたので、代わって新 しい劇

場を建設することにしていた。彼 らは1599年2月21日 には、 テムズ川 の

南の土地で正式に賃貸契約を結んだのである。宮内大臣一座は、劇場座の

閉鎖を余儀な くされた1597年 以来、劇場座の近 くにあったカーテ ン座を

借用 していた。その劇場で 『ヘンリー五世』が上演された。その際に新 し

くコーラスの台詞が書 き加え られたので、 コーラスが暗示 しているのはそ
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のカ ーテ ン座 の ことである、 と。 カーテ ン座 はいわゆ る公衆劇場で、不特

定多数の観客を集 めて上演 する場 であり、それまでの劇場座やのちのグロー

ブ座 と同 じ演劇空間 に属 していた。・こち らの説 のほうが可能性が高 いと思

われ るのであ る。

『ヘ ン リー五世』 のテクス トには二系統が ある。 ひとつ はこの戯曲が単

独で印刷 された1600年 の四っ折本(ク オー ト〉を源泉 とす るもので あ り、

もうひ とっ は、 シェイ クス ピアの戯 曲集 であ る1623年 の 第一 ・二 っ折 本

(フ ァース ド・フォ リオ)を 源泉 とす る・ものであ る。 コー ラスは、1600年

の 四つ折本のテ クス トでは登場 して こないで、1623年 の 第一 ・二 っ折 本

で登場す るのであ る。 その事実 によ って、 コー ラスは1623年 の 第一 ・二

つ折本 にあ る形 で後 か ら付 け加え られた、 というように単純 に考 え ること

はで きないのである。 これは実 は 『ヘ ンリー五世』 の テクス トに関す る大

問題 なのであ る。1600年 の四っ折本 はいわゆ る海 賊版 で、 その戯 曲 を上

演 した ときの役者 たちの記憶か ら再構成 され たテクス トであ る。第一 ・二

つ折本 の ほうは、作者 の書 いた自筆原稿(フ ァウル ・ぺrパ ー)か ら印刷

された と信 じられて いる。 その戯曲集 の表紙 には作者 の 肖像画 の上部 に う

たい文句 が掲載 されて お り、そ こには、「真正 の作者 自筆原稿(ト ゥルー ・

オ リジナル ・コ ピー)を もとに出版 された」 と記 されてい る。

と ころが、第五幕 のコーラスの30行 にある 厂将軍」 とい う言葉 は、 ア

イル ラン ドに遠征 したエセ ックス伯爵 ロバ ー ト・デ ヴルーに対 す る間接 的

言及で あることが確実で ある。

わが慈悲深き女帝陛下の将軍が,,/,,叛 乱の賊徒どもを、

その剣先に串刺 しにしてアイルラン ドから凱旋すれば"(大 山俊一訳)

エセ ックス伯爵 は1599年3月12日 に女王 か らアイル ラ ン ドのテ ィロ ン伯

爵 の叛乱 を鎮圧す る遠征の任務 に任 ぜ られ、3月27日 に ロ ン ドンを出発

した。 しか しそ の年 の夏 まで には、 その エセ ックス伯爵 がその叛乱 を鎮 め
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られな いことが明 らか になっていた。 とい うことは、 このコー ラスの台詞

はその夏以前 に書かれて いなければな らない。 エセ ックス伯爵 が、 コー ラ

スの予言 とは正反対 の屈辱的 な結果で帰 って きたの は9月28日 の ことで

あった。 ちなみ に、 シェイクスピアの戯曲のなかで、同時代 の歴史 的出来

事 に対す る間接的言及で あることが明白で疑 う余地 のないのは、 ここだけ

で ある(Taylor1982:7)。

ま とめると、 シェイクス ピアの 『ヘ ン リー五世』 のなか の コー ラスは、

1599年 の 時点で はすで に書 かれていたのである。1600年 の 四つ折本にコー

ラスが抜 け落 ちて いるのは、 コーラスを はしょった形で上演 したテクス ト

が役者 たちの記憶 によって残 って、それを聞 き取 って書 き写 し、海賊版 テ

クス トと して 出版 され たか らで ある。「闘鶏場」 とあ るの は、 したが って、

当時最 も一般的 に芝居 の上演 されていた公衆劇場一 具体 的にはカーテ ン

座一 を指 して いると して理解すべ きであ る。 「弁解」 はそ うい うわ けで、

そ の当時 の演劇的表象 にっ いての一般的概念 に関わ って くるのである。

以上 のとお り、『ヘ ン リー五世』 のテクス トをあ ぐる事 実 関係 につ いて

推定を交えて述べて きたが、問題点 は明 らかである。文学作 品の起源 を作

者 と措定す ることに慣れて いるわれわれ は 実 際のところ現代 では作者

の権威 は絶対 であろ う一 どこか に作者の書いた とおりの本 当のテクス ト

が あるはず だと考 えていることであ る。

作者 シェイクス ピアの書 いた原稿があ った ことは確かで あろ う。 それ は

「ファウル ・ペーパー」 と呼ばれていたが文字通 り 「汚 い」 とは限 らない

だ ろ う。 ベ ン ・ジョンソンによれば、 シェイクスピアは 「(何 を書 い た時

で も)一 行 た りと も消 し去 らたことがな い」 ので あ る(シ ェー ンボ ー ム

1982:307)。 そ れが完成す ると・ どの よ うな時点 で完成 した と言 え た

ので あろ うか?続 ・いて その原稿 は劇団の上演関係者 の手 に渡 る。 そ し

て上演 のたあの台本 である 「フェアー ・コピー(き れいな原稿=清 書原稿)」

とならた。 しか し台本 は、作者 自身が清書 した場合 もあ った し、専門 家に

よって清書 された場合 もあった。作者以外の専門家 が清書 をする と、 その

一13一



シェイクスピア『ヘンリー五世』のテクストと「理想の王」の表象

段階において、書き間違いや誤解や作為 によって、作者の書いたものとほ

微妙な部分で違 うものになる可能性があった。 さらにはその台本にも、上

演用の ト書やその他さまざまな注意書 きなどが書 き込 まれた形で清書 され

る場合もあった。その上また、演劇関係のテクス トに対 して取 り締まりを

行なう政府の祝典局長官 という役人がいたのであり、長官は戯曲テクス ト

には上演が行なわれる前の段階で検閲を加えていた。そういうわけで、作

者にとっては実際のところ、戯曲執筆段階でみずからが行なう自主的な規

制 とともに、役人による検閲の時点で意図に反する書 き替えが行 なわれる

可能性があった。

戯曲が印刷 される場合には、これ らの うちのいつの段階の原稿が印刷所

に渡 ったのかを確定することは困難である。印刷所に回 った後でさえも、

今度は印刷の段階でテクス トにさまざまな改変が加え られる可能性があっ

た。誤植 もあれば、読み違いによって活字を組んで しまったり、行を整え

るためだけにテクス トを変えてしまうこともあった。印刷牽 しなが ら、植

字工がその印刷途中で活字に手を加えることもあった。同 じ戯曲が版を重

ねて印刷される場合でさえ転 そのたびにテクス トに手が加え られたので

ある。シェイクスピアの戯曲テクス トの歴史は、仮定 される作者の権威を

中心 に置いてみると、時間とともに次第にその権威が崩壊 してい く過程に

他ならなかったように見える。

このように考えれば、作者が書いたとおりの唯一のテクス トを探求 しよ

うとする現代的な試みは、多 くの困難を抱え込んでいることがわかる。そ

れは、かつては時間の経過とともに起源=作 者の権威からますます遠ざかっ

ていたように見えるものを、時間を逆行させて、唯一の起源へとおどり着

こうとする試みのように思われる。その背後にある考え方は、作品を通 し

て表現されている作者の統一されたヴィジョンがあるはずだ、という仮定

である。 しか もその作者たるや、時代を超越した普遍的な真実を明 らかに

している天才だというのだから。そうすると、起源テクス トの痕跡として

残ったと仮定されているさまざまなテクス ト それらの相互の異同は、
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非常 に微妙な差異 にいたるまで、 ひとっ残 らず注 と して記載 されなければ

な らない ことになる。 しか しわれわれ は、そ ういう起源に到達 す ることな

ど永遠 に不可 能であ ることは明 らかで あろ う。

ただ し、 四っ折本の テクス トと二っ折 り本のテ クス トを比較検討す るこ

とはで きる。 四っ折 本 は海賊版 に もかかわ らず、実 際の上演 ゐテクス トに

よ り近 いのではないか と見なされてい る。 その四っ折本 テクス トには、二

っ折 り本 には存在 してい るさまざまな ものが抜 け落 ちている。
、それ ら抜 け

落 ちて いる ものの代表 が コー ラスなのであ る。 それ らを夾雑物 ととるか、

それ とも、われ われの現代的 な視点 か らは 『ヘ ンリー五世』 の最重 要部分

ととるか(大 橋1990:43)。

歴 史劇 のなか にヘ ンリー五世を登場 させ ようと したとき、 作者 シェイ ク

スピアにとって の課題 は、その 「理想の王」をめぐって歴史上実際に起 こっ

た と伝 え られて いる出来事を、 エ リザベ ス朝の舞台 とい う物理 的な制約 の

なかにおいて演劇 的 に表象す ることであ った。 コー ラスが言 っているのは、

「フラ ンスのあの広大 な戦場が、 この闘鶏場 のなか に収 め ることがで きる

だろ うか?い やで きるわけがない」 とい う台詞 である。 ここには、演

劇的表象 の可能性 に対 す るイデオ ロギー上 の変化 が反映 して いるので はな

いか一 これが本論考 の 『ヘ ンリー五世』 の コー ラスに関係す る考え方で

ある。

・シェイクス ピアが歴史劇 のひとっ と して 『ヘ ンリー五世』 を手懸 けよ う

と した とき、課題 は、 イ ングラ ン ドの歴史上で 「理想の王」 とされている

ヘ ン リー五 世を演劇的 に表象す ることで あ った。彼 には参照 す ることので

きた歴史資 料が い くっか あった。 いわゆ る粉本(ソ ース)と して現在確認

されてい るテ クス トの ことであ る。 歴史書で はラファエル ・ホ リンシェ ッ

ドの 『英 国年代記』C加oη 刎 θs(1587)、 エ ドワー ド ・ホ ールの 『ラ ンカ

ス ター ・ヨー クニ 名 家 の統 一 』 丁肋 ひπ伽(ゾ'加 丁ω01》0∂1θ απ4

刀伽s'紹1勉 祝醗θsoプ ゐαηcα謡θγαηd}ζo挽(1548)、 シ ェ イ ク ス ピアの

『ヘ ンリー五世』以前 に女王一座 と呼ばれた劇団 によ って上演 され た こと
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が分 か っ て い る作 者 不 祥 の戯 曲 『ヘ ン リー五 世 の有 名 な 勝 利 』 丁肋

地 觸oπsy=伽o惚s(ゾ 飽 ηηyで あ る。1580年 代 末 か ら90年 代 にか け

て のロ ン ドンの演劇界 には、 この他に少な くとも二本の∫＼ンリー五世を扱 っ

た戯曲が上演 されっっあ った。 シェイクスピアの 『ヘ ン リー五 世』 は、 し

たが って、 当時 の観客 が見 る ことので きた4番 目のヘ ン リー五 世劇 という

ことになる(Taylor1982:3)。

前 に も述べ たよ うに、戯 曲のテ クス トにっいては当時 は確か に現在のよ

うな作者 の権威 はない時代 であ った。 シェイ クス ピアの戯 曲の四つ折本テ

クス トの場合 には、 タイ トル ・ペー ジに も作者名 さえ記載 されて いないの

で ある。作 者 が自筆原稿(フ ァウル ・ペーパー)を 完成 させた後で は、そ

め戯曲 の所有権 は劇 団に移行 して、清書 原稿 や上演用 台本 とな ってい くう

ちに加筆や訂正、削除 が行 なわれ るの は普通 の ことであ ったのだ。ただ し、

長編詩で ある 『ヴィーナス とア ドウニス』(1593年)や 『ル ー ク リース凌
イ

辱』(1594年)、 それ に 『ソネッ ト集』(1609年)な どの場 合 に は、 作者

名 はきちん と印刷 されてい る。 また戯曲の場合 で も、1623年 の 第 一 ・二

っ折本の場合 には、「ウ ィリアム ・シェイクス ピア氏の喜劇 、 歴史 劇 、悲

劇」、 さ らには 「真正の作者 自筆原稿(ト ゥル ー ・オ リジナル ・コ ピー)

を もとに出版 された」、 と表紙 に印刷 されて いるのであ る。 ベ ン ・ジ ョン

ソ ンの戯曲集 も作者名 を付 して出版 されてお り(1616年 のr作 品集 』)、

戯曲に関 して も、作者 が誰 であ るのかにっいての意識 は出現す る過程にあっ

た と言 え るで あろ う。

実際の ところ、近代 的な意味 で作者 が誰 であるかが問題 とな りっっあ っ

たのが、 コロ ンブスを手始 めに して新大 陸の発見 を経 た後 におけるエ リザ

ベ ス朝 当時の イ ングラ ン ドで あ った とい う考 え方が ある。 っ ま り、'「作者

の誕生」(大 橋1995:61)で あ る。 その 「作者 の誕生」 とい う考 え方 によ

れば、 どの ような個人的 な経験 を して きた人物が、 どのよ うな ことにっい

て、 どの ような言葉 を使 っているかが重要 な ことになったのである。 その

如何に よって は、 そ こで用 い られている言葉 は信ず るに足 る重要 な ことか
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もしれないし、あるいは、信ずるには及ぼないどうでもよい無視 してかま

わないことであるか もしれない。

作者の誕生はまた、作者の経験がひと?の 問題になることによって、演

劇のなかに世俗的な時間が侵入 してくることでもあった。それまでめ中世

演劇では、扱われている題材は基本的にキリス ト教の神話であった。聖書

1こ記述されているところの、神の、あるいは神に関わる、物語である。そ

の物語のなかにあるのは、世俗的な時間と対照させられるところの神の時

間である(ウ ィッカム1990;石 井1984)。 そこでは人間 は神の意志に従っ

て生きている。たとえどのような新 しい物語が考え出されようとも、その

物語は神話のアレゴリーとして理解することができたのである。.権威 は、

聖書を拠 り所にすることによ・ってもたらされる権威である。

ところが、新世界の発見によって事態がまったく変わった。新世界から

伝え られる物語は、聖書を参照することによって理解できる範疇を超えて

いたのである。 ということは、その物語がいつ、 どのような前後関係で、

どのように起 こったのかが重要な要素になってくる。それは一回限りの唯

一 の特殊な出来事であったのであり、それはその他のどんな時間にも還元

することは不可能であった。

「作者の誕生ゴは、私なりに整理 してみると、 このように言 うことがで

きるであろう。『ヘンリー五世』に登場するコーラスが、 このよ うな近代

的な意味での作者の痕跡が署各として残されたものであったとすると(シ ェ

イクスピア自身がコーラスを演 じたらしいという説がある(Taylor1982:

55))、 現代のわれわれか らも理解することのできるように演劇的表象の

概念を当てはめて理解することができる台詞であろう。

ヘンリー五世のフランス遠征は歴史上の出来事であり、それは時間をさ

かのぼり、エリザベス女王の時代か らはおよそ200年 前(ア ジンコー トの

戦いは1415年)に 起 きたと伝えられる一回限りの出来事であった。作者

としてそれを伝えるには、それに権威を与えるために聖書を参照すること

はできない。それは神の支配する時間のなかで起こる神話ではな く、世俗
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的な時間のなかで起 こった物語である。それらの物語を神の意志の現れと

して、たとえば 厂テユーダー朝神話」として、記述する試みもあったこと

は事実である。 しか し聖書に言及できるわけではない。参照できるのは、

ホ リンシェッドの 『英国年代記』、ホールの 『ランカスター ・ヨーク土名

家の統一』のような歴史書、『ヘンリー五世の有名な勝利』 とい う戯曲だ

けにす ぎない。それ らはテクス トとしては、歴史書の場合も戯曲の場合も、

それら以外の他のテクストを参照 しているだけであり、それらのテクス ト

をたとえどれだけ穿鑿 してみても、起源であると仮定されるところのその

出来事にたどりっ くことはできないのである。それ らのテクス トは他のテ

クス トとの関係においてのみ存在 している 現代の言語学理論が、明示

的な理論 として、われわれに教えてくれたことはそういうことである。

そうすると、新 しく 『ヘンリー五世』 という 「歴史劇(history)」(四

っ折本の表紙も二っ折 り本の目次 もこの戯曲をそう名付けている)を 生み

出すということも、テクス トの連鎖のなかにもうひとっを付け加えること

で しかありえない。実際にシェイクスピアは、粉本とした歴史書を一字一

句そのまま引き写 しているところさえある。そしてそのような追加や加筆

は、 シェイクスピア自身が自分の執筆 した戯曲テクス トについて彼自身の

目の前ですでに明らかになりっっあったとおり、起源にあったはずのテク

ス トが傷っけられていく過程であった。その過程は、 さらに言えば、現前

する事実 とそれを表象するテクス トの仮定された統一を、 どんどん傷っけ

ていく過程でもあった 生成されていくテクストは、かって現前 した事

実そのものではないのだ。コーラスが闘鶏場とフランスの戦場を比較 した

ときに言 っていることのひとっは、そういうことであっただろう。たとえ

その同 じ過程が、芝居の台本としては完成 に近づけていくことであったと

しても。

ただ し、そのようなテクス トの連鎖 という迷宮のなかか ら抜け出る試み

ができないわけではない。それは、ヘンリー五世という人物を、現前する

あの人物、あるいはこの人物 というように、実際に指 し示す ことができる
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場合である。歴史上のヘンリー五世に直接に会 うことのできる時空間のな

かにいた人々は、それができたはずであるb

歴史上め出来事や人物を時空間を隔てて演劇的に表象 しようとする場合

では、表象のひとっの様式として、類似または近接により、別のものによっ

てヘンリー五世 という人物をあらわす=代 わ りをさせ(リ プ リゼ ント)、

その類似を指摘することができる。 これは、『ヘンリー五世』 のなかで実

際に行なわれていることである。先にも述べたように、 シェイクスピア作

品のなかでは同時代の出来事への明確な言及として唯一の例、すなわち、

五幕のコーラスのなかにあるエセックス伯爵ロバー ト・デヴルーへの言及

である。伯爵はアイルランドのティロン伯爵の叛乱を鎮圧する#め に総責

任者として現地へ派遣 されたばかりであり、まだその遠征の帰趨は未知の

段階でその台詞は書かれた、 というように推測されている。実際にはその

遠征は惨憺たる結果であったので、 コーラ スが予言 しているような情景で

エセックス伯爵は迎えられはしなかった。 もちろん、遠征が失敗 した こと

が判明していた場合にほ、ヘンリー五世をエセ ックス伯爵にだぶ らせるこ

とは不可能であっただろう。

ただ し、エセックス伯爵の名前を持ち出すととは、劇場内の時間のなか

に劇場の外の現実の時間を侵入させることでもある。その点では、コーラ

ス猿 きの四っ折本 のテクス トのほ うが、厂理㌍ の王」 と して のヘ ン リー五

世の英雄的な叙事詩 としての幻想を持続させていることになるのである。

その一方でコーラスは、劇場内の時間の流れを一時的に停止 させ、その時

間を相対化する視点を提供 している。観客は目を醒まさせられるのだ。

ヘンリー五世が凱旋 したときの有様を語 るのに、エセックス伯爵の遠征

に言及 したことは納得できる。その伯爵の出発の有様は観客の記憶に新 し

いことだったか らである。 しかも、「エセ ックスは一般大衆が目立 った熱

狂を示すのを目のあたりにしなが らロンドンを出立 した」のM8)の であ

るから、ヘンリー五世の凱旋を観客の心に呼び起 こすため両者の類似を指

摘することには適切さがあった。コーラスの言葉で言えば、闘鶏場のなか
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に収めることのできないものを、観客が直接に知っているものとして表わ

すことによって、より一層脳裏に思い起こし易 くするのである。

これは、過去の歴史上の時間が現在に侵入 してくることであると同時に、

現実の時間が過去にか らめとられていくことでもある。歴史の時間はここ

では戯曲という形で秩序づけられており・、整然とした前後関係のある時間

として意味付けられている。現前 していた出来事を、歴史として、すなわ

ちテクス トとして記載するということはそのような意味付けを行なうこと

なのだ。現在の時間はまだそのような意味付けはできていない。現在を起

点 とした時間の流れは、過去の秩序づけられた時間 と同 じであるとして、

あるいは、同 じであるかのようにして行動すれば、だ らだ らとした未知へ

の流れではなくて㍉秩序立 った整然としたものに見えて くるであろう。エ

セックス伯爵の遠征は熱狂的な民衆 に見送られて始まった。だが、ヘンリー

五世のように凱旋で きなかったエセックス伯爵の対照的な姿が目立ったの

である。エセックス伯爵はその後、.そのように戯曲のなかに秩序づけられ

た過去の時間をそのまま現在に持ち込 もうと試みて、結局自己の破滅をも

たらすことになった。『リチャー ドニ世』をグローブ座で上演 した後に起

こした女王退位を求める叛乱である。
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